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交
流
活
動
で
同
窓
会
へ
の
関
心
高
め

東
京
可
愛
山
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　 

会
長
　
桐
　
原
　
保
　
法

（
川
高
十
七
期
）

東
京
可
愛
山
同
窓

会
会
員
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
お
元
気
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

皆
様
に
は
か
ね
て

よ
り
本
会
活
動
へ
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
冬
も
不
順
な
天
候
続
き
で
し
た
が
、

ま
た
暖
か
な
春
が
巡
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
い
よ

い
よ
平
成
二
十
九
年
度
東
京
可
愛
山
同
窓
会
総
会

を
開
催
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
は
川
内
高
等
学
校
を
巣
立
っ
た
同
窓
の
先

輩
後
輩
の
、
垣
根
を
越
え
た
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
、
母
校
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
運
営

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
学
年
の
同
期
会
、
ク

ラ
ス
会
、
あ
る
い
は
同
好
の
士
の
集
ま
り
な
ど
、

各
層
で
活
発
に
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

五
十
年
目
の
卒
業
式
に
出
席
し
て
良
か
っ
た
と
い

う
方
も
あ
れ
ば
、
そ
の
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
い
う
方
も
数
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

私
ど
も
も
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を
会
報
で
紹
介

し
た
り
情
報
提
供
し
た
り
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

数
年
前
に
発
足
し
た
踊
り
連
「
川
内
高
校　

気
張

い
や
ん
せ
連
」
の
応
援
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
川

内
高
校　

気
張
い
や
ん
せ
連
」
は
、
会
員
も
約
百

名
と
な
り
、
東
京
と
鹿
児
島
の
お
は
ら

祭
り
等
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
練
習
や
、

終
わ
っ
た
あ
と
の
飲
み
会
に
参
加
す
る

た
び
に
若
い
仲
間
た
ち
の
熱
気
を
感
じ

て
い
ま
す
た
び
に
若
い
仲
間
た
ち
の
熱

気
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は
可
愛
い

お
子
様
を
始
め
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
一

層
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
活
動
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
近
年

若
い
方
々
の
参
加
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
同
期
会
や
同
好

会
は
い
い
が
、
同
窓
会
と
な
る
と
遠
慮
す
る
と
い

う
方
々
も
お
ら
れ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
可
愛
山

同
窓
会
以
外
の
会
合
に
も
時
折
参
加
し
て
思
っ
た

こ
と
は
、
や
は
り
よ
り
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
く

に
は
楽
し
さ
や
参
加
へ
の
動
機
付
け
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
を
幹
事
の
み
な
さ
ん
と
共
有

し
、
昨
年
の
総
会
で
同
窓
会
員
の
サ
ー
ク
ル
活
動

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
が

ら
っ
ぱ
塾
や
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
教
養
的
な

催
し
を
開
催
し
た
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ゴ
ル
フ
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
行
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
同
窓
会
活
動
に
初
め
て
参
加
す

る
と
い
う
方
々
も
か
な
り
の
数
に
達
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
空
手
部
な
ど
ク
ラ
ブ
の
同

窓
会
も
開
催
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
世
代
を
超
え
た
会
員
相
互
の
交

流
活
動
を
通
じ
て
、
同
窓
の
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
総
会
へ
の
関

心
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
も
っ
て
い
た
だ
き
出
席

者
数
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
総
会
も
幹
事
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ

り
、
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
づ

く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
会
の
運
営
に
関
す
る
ご
協
力
ご
提
言
等
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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日　時：平成 29 年 6 月 3 日（土）
　　　　12時～15時
　　　　受付開始：11時30分
　　　　　総　会：12時00分～12時 40分
　　　　　懇親会：12時50分～15時 00分

場　所：東海大学校友会館「阿蘇の間」
　　　　〒100-6035　千代田区霞ヶ関3-2-5
　　　　霞ヶ関ビル35階
　　　　TEL：03-3581-0121

参加費：一人 8,000 円　ご夫婦 15,000 円
　　　　川高 7 期以前の方 5,000 円
　　　　川高 60 期～ 65 期の方 5,000 円
　　　　（すべて年間維持費 1,000 円込）
　　　　卒業後 4 年間無料（但し、年間維持費 1,000 円）

連絡先：川高20期　　尾曲　博司
　　　　　　　　　　TEL：090-4676-3674
　　　　川高24期　　皆元　正幸
　　　　　　　　　　TEL：03-3265-5890（昼間）
　　　　　　　　　　TEL：045-903-8486（夜間・休日）

ご出席の場合、5月 22日（月）までに所定の方法（左記：同窓会事務
局掲示板参照）でお手続きして頂きますよう重ねてお願い申し上げます。

〇平成 25年度から会費の値下げをいたしました。
川高 8 期～川高 59 期の方はお一人 8,000 円、ご夫
婦 15,000 円（いずれも年間維持費込）
川高 7期以前の方や卒業後 5年から 10 年の方（平
成 20 年卒 60 期～平成 25 年卒 65 期）はともに参加
費 5,000 円（年間維持費込）となります。
また、高校卒業後 4年間は学生・社会人とも無料で
すが、年間維持費 1,000 円をお支払いください。今
年は平成26年卒66期～平成29年3月卒69期の方々
が該当します。

　〇参加費の支払い方法
１　	同封の振り込み用紙にて所定の金額をお振込み
ください。

２　	振り込み用紙で出欠の確認を行いますので、振
り込み用紙には卒業年度、氏名、住所、電話番
号を必ずご記入ください。

３　	振り込み用紙には振込先が印刷されています
が、振り込み用紙を紛失したり、メール等で総
会の案内を知った方々のために振込口座をお知
らせします。
（郵便局の口座）口座記号００１４０－２
　　　　　　　　口座番号７１４８８４
　　　　　　　　口座名　東京可愛山同窓会
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地
域
の
誇
り
を
伝
え
る
同
窓
会
に

可
愛
山
同
窓
会
会
長
　
中
俣
　
知
大
（
川
高
二
十
期
）

東
京
可
愛
山
同
窓
会
の
皆
様
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び
可
愛
山
同
窓
会
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
川
高
二
十
期
の
中
俣
知
大
で
す
。
昭
和
四
十
三
年
に
上
京

し
、
学
生
時
代
と
社
会
人
時
代
の
十
九
年
間
を
関
東
で
過
ご
し
ま
し
た
。
関
東
時
代

の
可
愛
山
同
窓
会
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
上
京
は
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

昭
和
六
十
二
年
に
鹿
児
島
に
帰
郷
・
定
住
し
て
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
故
郷
・
川

内
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
も
参
加
し
、
は
じ
め
て
地
域
の

歴
史
・
文
化
遺
産
に
も
気
づ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
関
東
と
薩
摩
の
関
係
は
ご
存

知
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
え
て
記
し
て
み
ま
す
。
鎌
倉
・
源
頼
朝
の
時
代
に
守
護
と

し
て
赴
任
し
た
の
が
島
津
家
で
、
地
頭
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
渋
谷
一
族
で
す
。
渋

谷
一
族
は
相
模
国
渋
谷
荘
を
本
領
と
す
る
中
世
の
武
家
で
東
京
・
渋
谷
に
も
つ
な
が

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
北
薩
地
方
に
勢
力
を
張
っ
た
渋
谷
五
兄
弟
す
な
わ
ち
入
来
院
家
・

祁
答
院
家
・
東
郷
家
・
鶴
田
家
・
高
城
家
の
名
は
地
名
と
な
り
、
皆
さ
ま
よ
く
御
存

じ
の
通
り
で
す
。

ま
た
、
関
西
と
の
関
係
で
は
可
愛
山
陵
・
新
田
神
社
は
奈
良
の
橿
原
と
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
つ
な
が
り
ま
す
。
天
孫
降
臨
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
我
々
の
故
郷
・
可
愛
山

陵
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
御
子
・
山
幸
彦
が
霧
島
市
・
高
屋
山
陵
に
、
そ
の

御
子
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
が
鹿
屋
・
吾
平
山
陵
に
祀
ら
れ
、
そ
の
御
子
（
つ

ま
り
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
曾
孫
）
が
東
征
し
、
神
武
天
皇
と
し
て
橿
原
に
即
位
す
る

わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
歴
史
は
こ
の
川
内
（
古
く
は
千
台
と
も
）
の
地
に

始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
話
は
教
科
書
で
は
教
え
ま
せ
ん

の
で
「
可
愛
山
の
春
秋
三
歳
・
・
」
と
歌
わ
れ
る
校
歌
の
歴
史
的
意
味
を
よ
く
理
解

せ
ず
に
卒
業
し
ま
す
が
、
我
々
の
故
郷
に
は
こ
う
し
た
大
き
な
誇
り
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
川
内
高
校
の
敷
地
は
ま
さ
に
薩
摩
国
府
・
国
分
寺
跡
の
一
部
で
あ
り
、
万

葉
歌
人
・
大
伴
家
持
が
一
年
間
赴
任
し
て
い
ま
す
。
秀
吉
の
天
下
統
一
の
直
前
、
島

津
義
久
公
と
の
和
睦
の
舞
台
に
な
っ
た
泰
平
寺
も
然
り
で
す
。

川
内
高
校
は
今
年
創
立
一
二
〇
年
を
迎
え
、卒
業
生
は
四
万
人
を
超
し
ま
す
。東
京
・

関
西
・
福
岡
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
の
可
愛
山
同
窓
会
と
連
携
し
、
故
郷
の
歴
史

資
産
に
光
を
当
て
な
が
ら
〝
楽
し
く
集
う
誇
り
高
い
同
窓
会
”
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

創
立
百
二
十
周
年
～
躍
進
川
高
「
文
武
両
道
取
組
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て

鹿
児
島
県
立
川
内
高
等
学
校
　
校
長
　
藤
崎
　
恭
一

新
緑
の
輝
き
と
共
に
、
ふ
る
さ
と
の
母
校
川
内
高
校
は
い
よ
い
よ
創
立
百
二
十
周

年
の
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
三
十
年
四
月
十
六
日
鹿
児
島
尋
常
中

学
校
第
一
分
校
と
し
て
開
校
し
、
県
第
二
中
学
校
、
県
立
川
内
中
学
校
、
県
立
川
内

高
等
女
学
校
を
経
て
、
大
き
な
戦
災
を
逞
し
く
乗
り
越
え
、
現
在
の
川
内
高
校
に
至

り
ま
し
た
。
創
立
百
二
十
周
年
を
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
川
内
高
校
は
「
文
武
両
道

取
組
日
本
一
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
新
し
い
歴
史
の
ペ
ー
ジ
創
り
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
」
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
県
内

普
通
科
高
校
で
は
二
番
目
に
創
立
さ
れ
た
伝
統
あ
る
名
門
高
校
の
校
長
と
し
て
三
年
目
を
迎
え
、
更
な

る
躍
進
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
川
内
高
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
全
力
で
職
責
を

果
た
し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
完
成
し
た
五
階
建
て
生
徒
棟
に
続
き
、
現
在
四
階
建
て
の
管
理
棟
の
工
事
（
十
二
月
完
成
予

定
）
が
進
行
中
で
す
。
管
理
棟
は
、
一
階
に
事
務
室
、
校
長
室
、
大
・
小
会
議
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
二

階
に
図
書
室
、
地
歴
公
民
講
義
室
・
準
備
室
、
音
楽
室
、
三
階
に
理
科
準
備
室
、
化
学
講
義
室
・
準
備
室
、

生
物
実
験
室
、
音
楽
準
備
室
・
レ
ッ
ス
ン
室
、
四
階
に
生
物
講
義
室
、
物
理
実
験
室
・
講
義
室
、
地
学

講
義
室
等
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
青
春
時
代
の
数
々
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
て
い
る
三
年

理
系
ク
ラ
ス
の
教
室
が
あ
っ
た
旧
管
理
棟
は
平
成
三
十
年
度
に
解
体
さ
れ
る
予
定
で
す
。
先
輩
方
の
寂

し
さ
が
、
唯
一
の
気
が
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
か
新
管
理
棟
建
設
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
の
教
育
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
本
年
三
月
の
卒
業
生
は

二
百
六
十
八
名
の
七
ク
ラ
ス
と
例
年
よ
り
一
ク
ラ
ス
少
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
立
・
敬

愛
・
剛
健
」
の
校
訓
の
も
と
「
川
高
魂
」
を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。
進
学
で
は
三
月
二
十
八
日
現
在
、

国
公
立
大
学
合
格
者
が
百
三
十
五
名
（
大
阪
大
学
一
名
、
九
州
大
学
三
名
、
神
戸
大
学
二
名
等
を
含
め
、

現
役
生
が
百
二
十
二
名
、
過
年
度
卒
生
は
十
三
名
）、
私
立
大
学
に
も
上
智
大
、
青
山
学
院
大
、
明
治
大
、

関
西
大
、
立
命
館
大
な
ど
の
有
名
私
大
を
は
じ
め
多
数
の
合
格
者
を
出
し
、
こ
の
五
年
間
で
は
最
高
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
全
国
・
九
州
大
会
に
漕
艇
部
、
陸
上
部
、

放
送
部
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
は
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
創
作
部
門
で
全
国
二
位
）、
書
道
部
、
水
泳
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

が
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
関
東
同
窓
会
の
皆
様
方
に
毎
年
熱
い
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
今
春
県
内
の
有
力
選
手
が
集
ま
り
、
新
チ
ー
ム
の
大
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
関
連
行
事
で
は
先
輩
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
名
門
川
内
高
校
に
相
応

し
い
記
念
事
業
を
推
進
し
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、「
東
京
可
愛
山
同
窓
会
」
の
益
々
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
新

年
度
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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菊池史憲法律事務所
辯護士

菊 池 史 憲
事務所
〒189-0013
東京都東市村山市栄町2-25-8
エリナスビル2F 201号
電 話 042－390－0167
FAX 042－390－0168

（川中46期）

IJEC
カウンセリングカレッジICC代表
東京家政大学名誉教授
医学博士

橋 口 英 俊
IJEC事務局
〒170－0013
東京都豊島区東池袋3－7－11－806
電 話 090－1553－2933

（川高7期）

東和電気株式会社
特別顧問　相談役

藤 峯 武 一
本社：〒105－0004
東京都港区新橋2丁目13番8号
電 話 03－3504－1511
FAX 03－3580－6162
事業所：国内10支店・海外10支店

（川高6期）

若手の司会で和やかな会場に

第 51 回　東京可愛山同窓会総会

川中 41期生の長谷場先輩による乾杯の音頭

会計報告

桐原会長挨拶

可愛山同窓会山田島会長、中俣新会長を紹介

川内高校藤崎校長挨拶

サークル活動の説明と紹介

東京可愛山同窓会副会長
東京薩摩川内会会計幹事
あびこ鹿児島県人会副会長

久 保 信 行

（川高10期）

懇親会－同学年また学年を超えての交流が

平成 29 年に創立 120 周年を迎える
川内高校の記念事業の橋口実行委員
長は、挨拶で記念事業の成功に向け
た取り組みの現状と東京可愛山同窓
会の協力への期待を述べました。

有限会社
エス・イー・エス
代表取締役

柳 田 宏 幸
〒359－0001
埼玉県所沢市下富1043－142
電話・FAX　04－2942－3782

（川高9期）
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株式会社
五井キャピタルホテル
シングル￥5,600（税抜き）～
会社役員

齋 藤 信 子
〒290－0081
千葉県市原市五井中央2－3－2
電 話 0436－21－1101
FAX 0436－21－1840

（川高20期）

株式会社 南武
会　長

崎 山 美 親
事務所
〒179－0073
東京都練馬区田柄3－17－5
電 話 03－3926－2466
FAX 03－3926－3466

（川高19期）

（川高17期）

同期会・同窓会に
おじゃったもんせ

平成29年同期会
10月21日（土）15時30分
会場：東京国際フォーラム
　　　ガラスホール横　　

　　中国料理「東天紅」

株式会社キーバインド
代表取締役
坂元隆也（川高23期）

専務取締役
渡邉泰久（川高26期）

〒171－0033
東京都豊島区高田3－18－11
シルヴァー高田馬場ビル4階
電 話 03－5928－9021
FAX 03－5928－9022

福 山 喜代子
旬肴素処

〒104－0061
東京都中央区銀座2－16－7
電通恒産第3ビル1階
電話・FAX　03－5565－1883

（川高24期）

多くの方の参加でにぎやかな会場

20期生は同期の可愛山同窓会新会長と乾杯

藤崎校長先生との語り合い 元気だった　26期生と 44期生のテーブル

声高らかに川中、川高校歌斉唱 再会を誓い万歳三唱

熊本地震復興支援も 幾つになっても会うのは楽しい（17期生）
ゴルフサークルも活動を始めます
北野先輩（川高 12 期生）の報告

好評の抽選会　藤峯先輩（川高 6期）に感謝
落合先輩（川高 13 期生）が
尺八を演奏、会場に響く音色 若い卒業生にエールを
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そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
︱
卒
業
式
参
列

川
内
高
校
十
九
期
　
下
中
村
　
哲
郎

高
校
を
卒
業
し
て
五
十
年
目
に
母
校
の
卒
業
式
に
招
待
・
参
列

と
い
う
取
り
組
み
は
周
囲
の
知
人
に
聞
い
て
も
ほ
と
ん
ど
無
く
、

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
面
白
が
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
が
そ
の
年
に
な
る
と
い
う
実
感
は
無
か
っ
た
の

で
、
実
際
に
招
待
状
が
届
く
と
、
五
十
年
と
い
う
時
間
の
流
れ
を

ど
う
過
ご
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
振
り
返
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
同
窓
会
実
行
委
員
長
の
今
村
裕
君
か
ら
電
話
が
あ

り
、
同
窓
会
で
の
校
歌
の
指
揮
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
横
浜

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
う
男
声
合
唱
団
で
指
揮
者
を
し
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
き
つ
け
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
改
め
て
「
鹿
児
島
県
立

川
内
高
等
学
校
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
綿
々
と
続
く
伝
統
が
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
、
活
発

な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。
校

舎
等
も
改
築
が
進
ん
で
い
る
様
子
で
、
早
く
訪
れ
て
後
輩
達
の
旅

立
ち
を
自
ら
励
ま
し
て
や
り
た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
ま
し
た
。

例
年
の
同
窓
会
会
報
に
よ
る
と
、
こ
の
卒
業
式
参
列
に
合
わ
せ

て
同
窓
会
は
も
ち
ろ
ん
前
夜
祭
や
市
内
見
学
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
私
た
ち
十
九
期
は
前
日
に

同
窓
会
、
卒
業
式
参
列
・
昼
食
の
後
、
自
然
解
散
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
流
れ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

前
日
六
時
よ
り
ホ
テ
ル
オ
ー
ト
リ
で
開
か
れ
た
同
窓
会
で
は
、

幹
事
の
皆
さ
ん
の
心
づ
く
し
で
生
バ
ン
ド
の
演
奏
が
流
れ
る
中
、

そ
れ
こ
そ
五
十
年
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
と
名
札
を
見
せ
合
っ
た
り

し
な
が
ら
会
話
が
弾
み
旧
交
を
温
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
み
ん
な
良
い
形
で
年
を
経
て
来
て
い

る
な
あ
と
改
め
て
感
動
し
き
り
で
し
た
。
校
歌
に
あ
る
よ
う
に
一

筋
に
真
理
を
究
め
る
た
め
に
学
究
の
道
に
勤
し
ん
だ
者
も
お
り
、

い
や
高
き
理
想
を
目
指
し
な
が
ら
生
活
に
奮
闘
し
、
た
ゆ
み
な
き

努
力
を
積
み
重
ね
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
を
形
作
っ
て
き
た
自
信
の

よ
う
な
も
の
が
滲
み
出
て
い
ま
し
た
。
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
人

間
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
人
た
ち
の
姿
が
心
地
良
か
っ
た
で
す
。

会
に
は
榎
田
先
生
が
出
席
さ
れ
「
あ
の
頃
三
十
四
歳
だ
っ
た
」

と
話
さ
れ
る
と
、
エ
ッ
と
み
ん
な
絶
句
。
髪
も
黒
々
と
さ
れ
カ
ク

シ
ャ
ク
た
る
ご
様
子
で
と
て
も
八
十
四
歳
に
は
見
え
ず
、「
同
級
生

で
も
通
る
よ
」
と
ヒ
ソ
ヒ
ソ
。
吉
中
幸
平
君
・
桐
原
大
明
君
・
鶴

田
賢
一
君
の
尺
八
三
重
奏
も
あ
り
、
百
十
八
名
が
和
気
藹
々
と
楽

し
み
ま
し
た
。
終
了
後
は
各
ホ
ー
ム
で
二
次
会
に
向
か
い
ま
し
た
。

三
次
会
、
四
次
会
ま
で
い
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
る
と
や
ら
。

三
月
一
日
。
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
集
合
場
所
の
可
愛
山

同
窓
会
館
に
百
一
名
の
卒
業
式
参
列
者
が
続
々
と
集
ま
り
ま
し
た
。

前
日
に
同
窓
会
で
顔
合
わ
せ
を
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
案
内
を
待
ち
ま
し
た
。

九
時
半
過
ぎ
に
会
場
の
体
育
館
へ
。
こ
の
体
育
館
は
私
た
ち
の

卒
業
後
に
太
陽
国
体
に
合
わ
せ
て
昭
和
四
十
五
年
に
作
ら
れ
た
と

の
こ
と
。
緞
帳
に
は
川
内
高
校
だ
け
で
な
く
、
川
内
中
学
や
川
内

高
女
の
紋
章
も
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
も
入
場
し
て
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
十
時
ぴ
っ
た
り

に
卒
業
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
卒
業
生
七
ク
ラ
ス
二
百
六
十
八
名

は
通
常
よ
り
少
な
い
ク
ラ
ス
数
と
の
こ
と
。
最
近
は
少
子
化
の
影

響
で
鹿
児
島
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
高
校
で
定
員
割
れ
の
た
め
、
入

学
定
員
の
調
整
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
団
塊
の
世
代
は

と
に
か
く
人
数
が
多
く
、「
十
五
の
春
を
泣
か
す
な
」
と
い
う
合
い

言
葉
で
生
徒
数
が
増
や
さ
れ
、
卒
業
生
が
五
百
三
十
七
名
だ
っ
た

こ
と
を
思
う
と
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
、
校
長
式
辞
、
教

育
委
員
会
告
示
、
祝
辞
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
が
、
前
年
の
高
校

野
球
鹿
児
島
県
予
選
で
ベ
ス
ト
フ
ォ
ー
ま
で
勝
ち
抜
き
全
校
応
援

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
活
発
な
教
育
活
動
の
報
告
は
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
彼
ら
は
十
八
歳
で
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
た
初
め
て

の
高
校
生
で
も
あ
り
、
参
議
院
選
挙
で
も
投
票
し
て
い
る
そ
う
で

時
代
の
流
れ
も
感
じ
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
で
は
、
私
た
ち
の
席
か
ら
も
大
き
な
歌
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
現
役
の
高
校
生
と
一
緒
に
校
歌
が
歌
え
る
と
は
な
ん
て

幸
せ
だ
ろ
う
と
感
激
し
ま
し
た
。

厳
粛
な
式
が
終
わ
る
と
卒
業
生
も
緊
張
を
解
き
、
笑
い
顔
も
見

え
ま
し
た
。
退
場
の

時
、
晴
れ
や
か
な
顔
で

近
く
を
通
る
卒
業
生
に

「
お
め
で
と
う
」「
頑
張

れ
よ
」
と
私
た
ち
Ｏ
Ｂ

か
ら
声
が
掛
け
ら
れ
、

き
っ
と
彼
ら
も
喜
び
ひ

と
し
お
だ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

川
内
高
校
は
今
年
で

創
立
百
二
十
年
で
す
。

い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で

も
こ
う
い
う
心
の
触
れ

合
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ま
す
ま
す
発
展
し

て
く
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
し
た
一
日
で
し

た
。

卒業式全景

株式会社エース・システム・
エンジニアリング
代表取締役

堀之内 佳 武
〒187-0045
小平市学園西町2－14－4
LM209
電 話 042－348－5671
FAX 042－348－3785

（川高25期）

株式会社
トラスト・ファイブ
代表取締役

南 薗 浩 一
〒102-0082
東京都千代田区一番町13－3
ラウンドクロス一番町五階
電 話 03－3409－1351

（川高26期）

鹿児島酒処ふるさと
代表

小 山　 猛
〒160－0004
東京都新宿区四谷1－8－14
四谷一丁目ビルB1
電 話 03－3352－0031
JR各線四谷駅徒歩3分
東京メトロ南北線四谷駅徒歩1分

（川高26期）

株式会社インテック

代表取締役

脇 園 弘 康
〒113－0033
東京都文京区本郷2－10－5
富士ビル別館
電 話 03－3830－1911
FAX 03－3830－1912

（川高26期）

有限会社リア機工

代表取締役

砂 田 利 美
〒179－0074
東京都練馬区春日町1－18－16
電 話 03－3825－2328
FAX 03－3825－8211

（川高26期）
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東京可愛山同窓会　サークル活動のご案内
ご　挨　拶

東京可愛山同窓会員の皆様には、予てより同窓会活動にご協力を賜り深く感謝申し上げます。
現在、関東周辺には川内高校出身者が約 4,000 人在住され、故郷を想いつつ元気に活躍されております。そこで、
更なる同窓会の活性化と会員各位の交流の機会を拡大するため下記のような同窓会サークル活動を展開することを昨
年度同窓会総会にてご承認いただきました。
会員の皆様には、この趣旨をご理解賜り 1人でも多くの方にご参加いただき交流の場が拡大することをご期待申し
上げます。	 東京可愛山同窓会会長　桐原	保法　

サークル活動実施要項
◆内容・目的
　－東京可愛山同窓会の発展と会員の交流・絆を拡大するため、趣味等を通じたサークル活動を展開する。
　－円滑な活動を支援するため東京可愛山同窓会サークル活動事務局を設置する。
◆サークル活動入会資格者
　－東京可愛山同窓会会員およびその家族や同窓会会員にゆかりのある友人等。
◆入会および運営方法
　－入会希望者は、サークル活動事務局に　電話・メール等で申し込む。
　－各同好会は各々自主的に運営活動することとし、同窓会としての資金援助は当分行わない。
　　但し、サークル活動事務局の通信費等事務費に関しては同窓会で支援する。

< がらっぱ塾：Garappa Seminar >

－�同窓会を通じた若手主体の異業種交流会。
　他業界の方々との情報交換・情報収集を支援する
－�川高ＯＢを含め、各界で活躍されている方を講師として
招聘し、ビジネスセミナーを開催する
－�年に、１～ 2回開催。
－�参加費　1人 500 ～ 1000 円（会場費等に充当）
－�参加員数　約 25名に限定　－若手？大歓迎
－�終了後、懇親会にて交流を図る

< シニアクラブ >

－�社会の一線で活躍されたシニア世代の健康維持を支援し、
健康等をテーマとしたセミナーを開催する
－講師：健康等に関する専門家を招聘する
－年に、１～ 2回開催。
－参加費　1人 500 ～ 1000 円（会場費等に充当）
－参加員数　約 25名に限定
－終了後、懇親会にて交流を図る

< カラオケ同好会 >

－趣味のカラオケを通じて交流を図る
－活動→年に１～２回　関東近辺でカラオケ
－会場→開催の都度決定
－費用：実費

－�数か月に一回　囲碁会を開催
－�段、級は問わない。初心者歓迎。
－�会場→同好会で準備
－�費用：実費
－�会長：久保信行�同窓会副会長（囲碁６段格）

< 囲碁同好会 >

< 川内高校 気張いやんせ連（踊り連） >

－�毎年５月渋谷道玄坂で開催される「渋谷
鹿児島おはら祭り｣ に出場　→今年で４
回目の出場
－�川内の大綱をイメージした揃いの法被で
「おはら節」「ハンヤ節」「渋谷音頭」等を
踊ります
－�地元「川内はんや祭り」、「日本橋祭り」
にも出場
－�現在、老若男女　約 110 名が活動中。�
年に３～４回練習
－�初心者大歓迎。丁寧に指導します。夫婦
やご家族でご参加下さい｡
－�別途、「川内高校�気張いやんせ連」の事務局あり

< ゴルフ同好会：がらっぱ Go Go 会 >

－趣味のゴルフを通じて交流を図る
－�活動→年に２回（春・秋）コンペを開催
－コース→開催の都度決定
－会　長：12期　北野正幸さん
　副会長：18期　二木幸男さん
　　　　　20期　田島行仁さん
　　　　　23期　坂元隆也さん
　事務局長：29期　今村伸一さん
　幹　事：20期　迫　洋造さん　20期：唐見博行さん
　会　計：24期　園田成三さん　29期：今村伸一さん
－会費：コンペ実費+会費 3,000 円（景品代に充当）

< トレッキング同好会 >

－�趣味のトレッキングを通じて交流を
図る
－�健康増進のため登山に興味のある方
－�活動→年に１～２回　関東近郊の日
帰りトレッキング
－�コース→開催の都度決定
－�初歩コースが主なので未経験の方も大丈夫です。
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東京可愛山同窓会　サークル活動実施報告

■サークル活動 入会希望者（募集中）
◇入会希望者は、下記事務局にメール若しくは電話で申し込み下さい（随時受付中）
　・がらっぱ塾　　・シニアクラブ　　・トレッキング同好会　　・カラオケ同好会
　・囲碁同好会　　・ゴルフ同好会（がらっぱGo Go会）　　　　・川内高校 気張いやんせ連（踊り連）
◇氏名、住所、連絡先（携帯、メルアド）、卒業期をお知らせください。
◇活動案内は、各同好会代表者よりご連絡いたします。

※同窓会に出席されていない方も遠慮なくご入会ください。

■サークル活動事務局：東京可愛山同窓会 副会長（尾曲 博司　20 期）
携帯：090-4676-3674 ／ メール：eagle.194910@gmail.com

※以上の他にも今年は「囲碁同好会」を開始予定

がらっぱ塾：Garappa Seminar
◇開催日：�28年9月28日（水）19:00
◇講師：山口健一氏（川高20期）
　　　　大阪弁護士会会長、日本弁護士会副会長
◇講演内容：「�弁護士と　どうつきあうか」
◇会場：東京都中央区民館
◇参加者：24名　◇会費：500円
　懇親会も大盛況でした。

■次回29年9月開催予定
　素晴らしい講師を準備中

カラオケ同好会
◇開催日：�28年9月18日（日）14:00
◇会場：池袋「歌広場」
◇参加者：7名
◇�初めての試みでしたが、和
やかに楽しんでいただけま
した。
■次回、今夏開催予定

シニアクラブ
■健康セミナーを開催
　◇開催日：�28年10月30日（日）13:00
　◇講師：鈴木知明先生
　　　　　�（社）高齢者入浴アドバイザー協会代表理事：

温泉ソムリエ
　◇講演内容｢�知って得する！目からウロコの温泉・お風

呂講座｣
◇会場：東京都中央区民館
◇参加者：22名

■次回29年10月開催予定
　・健食：ビタミン講座
　・素晴らしい講師を準備中

トレッキング同好会
◇開催日：28年10月７日（金）
◇第1回目：「�金太郎伝説でお馴

染みの金時山」
◇参加者：老若何女　7名参加

■次回　29年夏　「塔ノ岳」
　�山頂から富士山南アルプスが
眺望。初心者大歓迎

ゴルフ同好会（がらっぱGo Go会）
◇第1回コンペ：29年5月22日（月）
◇ゴルフ場：都内の名門コース
　　　東京五日市カントリークラブ（東京都あきるの市）
◇�参加者：5組20名　
先着順
　※�定員になり次第締
め切ります

◇初心者、女性大歓迎

■次回　今夏に軽井沢？を予定

川内高校 気張いやんせ連
◇�毎年5月に渋谷道玄坂で
開催される「渋谷鹿児島お
はら祭り」に出場→今年5
月22日（日）開催
◇�おはら節､ はんや節､ 渋
谷音頭等を踊る
◇年間予定：約3～4回踊り練習
　10月　日本橋京橋祭り
　11月　�地元川内ハンヤ祭りにも凱旋参加（昨年度は見事

入賞）
◇現在の会員数老若男女約110名
◇踊り連独自の法被があります

■専用事務局：24期　谷
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ふるさと通信
薩摩川内市国分寺町に薩摩国分寺跡史跡公園が開園していますが、公園ができるまでには川内高校の役割もあったことが、

川内歴史資料館（中郷町）のホームページの「歴史さんぽ」に掲載されています。一部省略ですが、紹介します。

川内歴史さんぽ
薩摩国分寺跡（国分寺町）

歴史資料館からすぐ近くにある薩摩国分寺跡は、資料館が開
館した翌年の昭和 60 年に国指定史跡公園として開園しました。
公園は、薩摩国分寺跡の保存と活用のため、地下に残る遺構は
覆い土で保存した上で、復元的に施設を整備しています史跡公
園として、教育の場など多くの人々が利用できるよう環境にも
配慮されています。

国分寺とは
度重なる飢饉や疫病の流行、内政の混乱が起こり、聖武天皇

は仏教による鎮護国家（災害・疫病・外敵除去、五穀豊穣）を
祈り、天平 13 年（741）国分寺建立の詔を発布し、全国に 国分寺は設けられました。

薩摩国分寺 ～はじまりからおわり～
薩摩国分寺（僧寺）は、川内川右岸の台地面上の南東に位置しており、標高 8 〜 13m

までの北に高く、東と南に低い地となっています。
6 町方域の国府の推定域が国分寺の西側には、隣接しています。
薩摩国分寺の建立は、全国の国分寺建立より遅れ、『続日本紀』の天平勝宝 8 年（756）

には薩摩国分寺の記述がないものの、『弘仁式』には見える ことから、この頃には薩摩
国分寺の主要建物が完成していた ものと考えられ、国分寺の瓦からみても 8 世紀後半か
末頃と されています。

発掘調査では、建物が建て直しされ、創建期の建物跡が再 建の際に攪乱するなどはっ
きりとしない部分もありますが、 主体となる建物跡が確認されました。

薩摩国分寺は、10 世紀頃と鎌倉時代に再建されたようで、天正 15 年（1587）には豊臣秀吉の島津氏征伐の際 に国
分寺は兵火に遭い、焼失したといわれます。
『三国名勝図会』によると、寛文 9 年（1669）になって島津光久の命で、国分寺は再興されました。規模が縮小し

ながらも再建されてきた薩摩国分寺は、慶応 3 年（1867）に廃寺となり、 ついに姿を消してしまいました。

公園への道のり
薩摩国分寺跡については、塔跡のみが昭和 19 年（1944）に国の指定を受けていましたが、その全容については、はっ

きり分かっていませんでした。
昭和 39 年（1964）、川内高等学校の郷土研究クラブ（平田信

芳教諭指導）による薩摩国府跡の発掘調査が発端となり、昭和
43 年からは県による国府・国分寺の調査が行われることになり
ました。

史跡公園として整備されるまでの道のりは長く、多くの先人
たちの努力が実を結んで完成したことを忘れず、史跡公園を大
切にしていきたいものです。

薩摩川内市川内歴史資料館
　〒 895-0072　鹿児島県薩摩川内市中郷 2 丁目 2 － 6

「川内歴史さんぽ」の紹介は、川内歴史資料館の使用許可を得ています。

上空から見た薩摩国分寺跡史跡公園（南側より）

薩摩国分寺軒丸・軒平瓦
（創建時）

薩摩国分寺推定復元模型（南側より）
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川内高校の今 「新しくなる校舎」
川内高校は藤崎校長先生の挨拶にもありますように、現在、順次、校舎を建て替え中です。

投　稿
自分の根っこは川内にあると感じて

皆様こんにちは。川内高校 51 期卒業生の木佐貫	洋と申します。
私の近況としましては 2015 年に北海道日本ハムファイターズを退団し 2016 年より読
売巨人軍の球団職員として活動しています。
選手時代は川内高校 6期の藤峯　武一先輩をはじめ多くの方達にご声援頂き、この場
をお借りして御礼申し上げます。
亜細亜大学進学に合わせて上京しましてから約 20 年、川内で過ごしていた期間よりも

長くなってきましたが年末年始の帰省の度に「自分の根っこは川内に有るのだな」と歳を重ねるごとに感じ
ています。
今回の帰省での出来事で、野球少年が年々減ってきていると恩師の方達が言われていたのが今の時代の一
端を表しているかのように感じました。
少子化やスポーツの多様化など野球少年減少には色々な要素が有るとは思いますが、何か微力でもいいの
でお手伝い出来ないかなと思いました。
野球に限らず故郷・薩摩川内市がこれからも発展していけるよう出身者方達とたくさん語って郷土愛を感
じ合う機会に私も出来るだけ参加したいと考えています。
今後ともご指導お願い致します。

株式会社
ワン・ストーリー
代表取締役

柏田かおる
〒108-0074
東京都港区高輪1－23－23－1511
Eメール：kashiwada@storydesign.jp
携 帯 090－7949－8038

（川高40期　旧姓　高田）

KDi Advisory Service
株式会社
代表取締役
公認会計士 税理士
井 原 秀 憲

〒102-0076
東京都千代田区五番町２番地 
横山ビル３階
電 話 03－3222－0013

（川高26期）

株式会社
ライトスタッフ
代表取締役

末 永 力 男
〒151－0051（原宿本社）
東京都渋谷区千駄ヶ谷3－60－1
電 話 03－3796－0841（代表）
〒532－0011（大阪営業所）
大阪市淀川区西中島4－7－20
日宝新大阪第１ビル307号
電 話 06－6306－6011

（川高27期）

（川高４期）

川内高校４期生
有志一同

（川高９期）
関東可愛山同窓会
九期生会一同
上野　静也（水引中）
沖　　壽子（水引中）
榊　　省吾（北　中）
下畝地　学（西　中）
柳田　宏幸（北　中）

期　　別　　広　　告

旧校舎解体作業終わる！

（平成 28 年）9 月頃から始まった旧校舎の解体
作業が完了しました。12 月中旬頃から新校舎の
建設に入ります。学習環境がますます充実して
いきます。（「川内高校だより」平成 28 年 11 月
30 日発行号より）川内高校新校舎完成予想図
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川中41期
長谷場　琢　也
四　枝　秀　雄

川中46期
菊　地　史　憲
前　園　利　治

川高女31期
加　藤　美智子

川高2期
木　元　尚　男
小　島　満　郎
上　野　　　学
出　口　道　雄

川高3期
内　門　　　悟

川高4期
有　村　正　記
里　薗　末　義

川高6期
有　馬　　　進
木　下　公　明
藤　峯　武　一
竹　留　静　雄
藤　田　忠　彦
森　谷　敏　子
内　田　嘉　子
吉　川　加代子

川高7期
橋　口　英　俊
松　下　寿　一
重　田　篤　子
長　薗　祐　光

川高8期
若　松　俊　宏
野　入　憲　一
山　口　　　章
小　牧　久　純

川高9期
橋　口　慎一郎
榊　　　省　吾
柳　田　宏　幸
沖　　　嘉　子
下畝地　　　学
内　門　清　子
愛　甲　健二郎
古　里　明　瑠
甲　原　妙　子
上　野　静　也
春　田　政　孝
吉　満　芳　明
吉　津　睦　子
中　野　恵　二

川高10期
久　保　信　行
前　田　成　文
山　下　棟一郎
上　野　ツ　ヤ
久　保　アツ子
菅　原　紀　子
田　中　雅　代
近　藤　芙美子
尾之上　サカヨ
内　野　　　誠
有　村　辰　義
内　田　国　健

川高11期
青　崎　祐　憲
小田原　康　郎
山　口　雅　淳
山　口　牧　子
柏　木　康　夫
平　島　和　夫

川高12期
中　野　由　隆
小　塚　キヌ子
鳥　飼　勝　幸
時　吉　　　寛
橋　口　昌　続
中　野　東　和
北　野　正　幸

川高13期
田　中　義　久
寺　岡　洋　子
麻　生　為宇子
落　合　寛　周
小　林　レ　イ

川高15期
外　原　昭　雄
中　道　チエ子

川高16期
愛　甲　彰　人

川高17期
藤　吉　俊太郎
高　城　尚　子
桐　原　保　法
池　田　良　大
井　上　信　彦
東　　　俊　男
成　松　正　章
山ノ内　顕　一
貫　薗　純　一

川高18期
松　山　　　茂
有　村　隆　治
新　原　隆　一
二　木　幸　男
田　中　綾　子

川高20期
尾　曲　博　司
吉　留　和　男
迫　　　洋　造
川　幡　裕　治
川　畑　賢　一
慶　田　博　史
斎　藤　みどり
塩　田　律　子
福　田　久美子
唐　見　博　行
田　島　行　仁
斎　藤　信　子
橋　口　むつみ

川高21期
徳　丸　　　律
増　満　四　男

川高22期
山　本　幸　子
山　下　重　孝
大　埜　たえ子
堂　元　史　博
田　畑　久美子

川高23期
坂　元　隆　也

川高24期
高　柳　健　一
東　郷　順　三
皆　元　正　幸
福　山　伸　一
園　田　成　三

川高25期
堀之内　佳　武
新　江　正　昭
桑　原　能　章
小　平　義　久

川高26期
里　薗　恵　治
南　薗　浩　一
渡　邉　泰　久
井　原　秀　憲
有　村　　　悟
小　山　　　猛
田　中　丸　人

川高27期
末　永　力　男
大　塚　武　子
春　木　鶴　代
松　田　弘　子
脇　園　博　彦

川高28期
植　村　健　二

川高29期
西　川　知美子
野久尾　智　明
今　村　伸　一

川高31期
石　上　聡　子

川高38期
後　田　廣　孝

川高40期
柏　田　かおる

川高44期
一　松　篤　郎
坂　元　　　剛
橋　元　英　雄
宇　都　正　信
佐　貫　慎　也
松　坂　　　新

川高46期
入　角　英　樹
垣　内　麗　子
八　嶋　香　織
蔵　園　昌　弘

川高51期
豆ケ野　剛　一
久　保　直　也

川高55期
山　下　晋　平

川高65期
神之門　　　豪

川高68期
平　木　伸　拓

平成 28 年度東京可愛山同窓会出席者名簿� 平成 28 年 6 月 4 日
来　賓

山田島　　　稔 可愛山同窓会会長
藤　崎　恭　一 鹿児島県立川内高等学校校長
中　尾　靖　定 鹿児島県立川内高等学校教諭
松　元　洋　亀 可愛山同窓会副会長
中　俣　知　大 可愛山同窓会新会長
橋　口　知　章 川内高校百二十周年実行委員会特定記念事業実行委員長
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会
館
に
ご
来
賓
六
名
を
含
め
、
総
勢

百
五
十
九
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
設
立
五
十
周
年
の
記
念
大
会
の
次
の
年
と
い
う
こ

と
で
参
加
人
数
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
特
に
若
い
期
の

出
席
者
が
増
え
て
例
年
並
み
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
、
同
窓
会
の
将
来
を
考
え
ま
す
と
少
子
高
齢
化
の
波

が
確
実
に
押
し
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
個
人
情
報
保
護
の
厳
格

化
で
新
卒
者
へ
の
案
内
等
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
今
回
は
久
し
ぶ
り
に
新
卒
者
の
参
加
が
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
今
年
か
ら
サ
ー
ク

ル
活
動
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
既
に
い
く
つ
か
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
踊
り
連
も
若
手
の
会
員
が
増
え
て
お
り
、
今

年
の
総
会
に
も
多
く
出
席
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

今
年
は
母
校
創
立
一
二
〇
周
年
の
記
念
の
年
に
な
り
ま

す
。同

期
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
同
窓
生
に
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

●
活
動
経
過
報
告

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

平
成
28
年

4
月
7
日　

会
報
15
号　

校
了

4
月
20
日　

	

幹
事
会
事
前
準
備
（
幹
事
会
配
布
資
料
、
欠

席
幹
事
宛
案
内
発
送
作
業
）

4
月
21
日　

	

役
員
・
幹
事
会
（
第
51
回
総
会
議
題
、
会
報
・

案
内
等
資
料
配
布
）

5
月
26
日　

会
場
打
ち
合
わ
せ
（
東
海
大
学
校
友
会
館
）

6
月
2
日　

総
会
最
終
準
備

6
月
4
日　

第
51
回
総
会
開
催

6
月
27
日　

役
員
会
（
総
会
反
省
）

9
月
28
日　

第
1
回　

が
ら
っ
ぱ
塾　

開
催

10
月
30
日　

	

第
1
回　

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

開
催

11
月
16
日　

	

役
員
会（
役
員
・
幹
事
会
の
議
題
等
に
つ
い
て
）

11
月
24
日　

役
員
・
幹
事
会
（
第
52
回
総
会
に
向
け
て
）

平
成
29
年

2
月
6
日　

役
員
会
（
第
52
回
総
会
準
備
開
始
）

3
月
29
日　

役
員
会
（
会
報
進
捗
状
況
確
認
）

第 51 回　東京可愛山同窓会　会計報告　平成 28 年 6 月 4 日（土）東海大学校友会館にて開催
自　平成 28 年 4 月 1 日　至　平成 29 年 3 月 31 日	 （単位：円）

収 入 の 部 支 出 の 部
前年度繰越金
会 費

広 告 料
寄付金収入
維持会費収入

利 息 収 入
熊本地震募金

452,332
995,000

260,000
65,000
554,000

34
62,127

平成 27 年 6 月第 50 回総会から
出席　159 名	 川内中学		 	 4 名
（うち、来賓 6名）	 川内高女		 	 1 名
	 川内高校	148 名
会報広告料 26 件（27 年度分 2 件、28 年
度分 24 件）
総会当日　1件　振込 5件	
現金納入分 29 件	 29,000
振込分　127 件（出席者）	 525,000
　　　　398 件（欠席者）
預金利息

総 会 経 費

幹事会経費

事 務 費

1,585,156

67,736

323,177

東海大学校友会館支払	 1,115,700
会報印刷代	 198,720
封筒等購入印刷代	 97,200
総会通知用切手代	 139,324
さつまあげ	 30,000
その他（資料搬送代等）	 4,212
会場費	 12,000
幹事用封筒（総会案内）	 9,212
幹事会食事代	 34,688
幹事宛送料	 11,836
維持会費振込料金（386 件）42,960/会費振込料金（115 件）
12,500/広告料振込料金（15 件）1,800/その他振込料金（5件）
1,426/事務局使用料 50,000/東京薩摩川内会祝金 18,000/本
部・福岡同窓会参加費 20,000/東京薩摩川内会会報広告代
5,000/関東鹿児島県人会連合会会報広告料 20,000/可愛山同
窓会祝電 10,627/川内高校卒業式祝電 6,134/弔電 6,206/熊本
地震募金（日本赤十字）100,000（内 62,127 募金）/ファックス・
コピー代 6,050/レターパック代等 6,188/事務用品等 16,286

収 入 合 計 2,388,493 支 出 合 計 1,976,069
差	引	残	高 412,424 円（みずほ銀行	普通 14,018 円　ゆうちょ銀行	普通 398,406 円）　差引残高 412,424 円は第 52 回総会へ繰越

左
記
の
通
り
報
告
し
ま
す

東
京
可
愛
山
同
窓
会　

会　
　

計　

髙
城　

尚
子

会　
　

計　

植
村　

健
二

監
査
の
結
果
、
左
記
の
通
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。

東
京
可
愛
山
同
窓
会　

会
計
監
事　

木
下　

公
明

会
計
監
事　

山
下　

重
孝

平成 28 年度年間維持費　払込の皆様　ご協力有難うございました。
　この会費は平成 5年から頂き、総会の準備に必要な通信費・幹事会などの費用として使わさせてもらっています。

川中41期
有馬東洋男
黒江　賢一
川中45期
後藤　悛二
笠原　一徹
冨士代照夫
榊　　邦弘
川中46期
井上　　脩
鈴木　和典
隈部　寿一
國分友三郎
神　　幸男
永松　　陟
濱田　　豊
船越　昭生
岩切　　孔
高女25期
伊勢　文子
高女28期
皆吉　典子
高女29期
大竹　淑子
高女30期
玉利　信子
田中三恵子
高女31期
関谷美恵子

川高1期
十島　久成
田中　秀昌

川高2期
小川　康朗
岩谷　祐作
平国　節男

田畑　成則
葛西　利永
森園　岩夫
本吉　修二
島村　道男
牧迫　一憲

川高3期
高柳　助義
緒方　幸子
佐藤　清行
山本　昌洋

川高4期
馬場　康隆
矢田　淳子
真田カズエ
中村　五郎
樋渡　眞明
田原　　譲
堀　　史郎
小鷹まり子
鮫島　睦子
山内　安平
下町　和雄
茶圓　二治
大六野喜弘
鈴木　貞夫
前之園満紀
田中　嬉子
湯山　彬子
竹田　昭生

川高6期
野村　正明
田島　忠尚
松永　憲明
長嶺　尉弘
下野　岳八

中池　幸典
久保　行子
山ノ内充志
山元　昭徳
山田　絹子
小牟田　亨
大吉　敏夫
内田　恭啓

川高7期
石川知枝子
東　　順子
鮫島　隆一
田代希代美
山之内　巌
岡野　孝司
上野　武洋
田畑香代子
石原　　満
前田　恵久
新原　徹郎
小木原光治
高橋　昭冶
岩切　雅子
外堀　芳夫
加藤百合子
阿部　芳子
清水　幸江
木場　群治
小牧俊一郎
遠矢　和子
時吉　　徹

川高8期
岩切　貫一
菅原　澄子
塩釜　道子
森山　　浩

滝野　勝三
永薗　政隆
塚田　敦子
是枝　邦一
屋久　孝夫
中薗　正宏
久留　宏道

川高9期
坂元　文麿
上薗　昭大
地蔵　宣生
瀬戸山　正
玉利　亮子
濱崎　浩三
大橋利美子
椚田　克子
森下　邦彦
吉武　信一
内田四郎雄
堤　　多美
本渡　哲也
福寿　秀人
川高10期
財部二千六
根岸美喜子
吉田　美弥
南　　清彦
小川　紀子
奥出　孝子
西田　敦子
高畠　良宏
増田　尚枝
中野　廣久
猿渡　澄子
生駒　修平
田中　六男

長嶺紀美子
茶圓　一昭
木村美代子
佐藤　裕子
吉留　保夫
若松　チミ
山本シノブ
有馬　　昇
村上　尚志
前薗　征郎
平松　二興
福永　康男
福田　泰次
崎山　睦雄
木場　貞成
高野　容子
新留　充志
川高11期
野間口のり子
中宅間紀男
吉成　紀子
久保田隆子
池田　律子
由井薗忠良
吉川　郁代
肘岡　猛雄
小林　英樹
下野　義則
栗原　量子
吉田浩一郎
藤山　喜照
阿部紀恵子
後迫　洋子
濱田　泰州
久木野秀人
大出恵美子

養母紀代子
松尾　郁子
若松　幸代
川高12期
今村　祥史
今村かや子
米盛　寧郎
柚木　克英
若松　庸行
森田憲四郎
杉本寿々代
久冨木　寛
橋野　弘文
矢野　正子
家村由美子
長濱　秀幸
和田　和子
山ノ内いつ子
藤井　裕士
林　　淑江
山下　敦子
森園　泰夫
小谷トシ子
武村　麗子
小城　三雄
島雄　昭子
梅田　　馨
殖栗　恭子
西川　由朗
川高13期
皆吉　捷行
濱崎　好邦
西　　郁郎
福重　憲二
里見あけみ
鈴木冨美子

藤山　普久
岡野　恭典
滝野　洋子
川畑　昭子
新留　啓正
松野　悦子
末永　年枝
鈴木　亮子
畑中　洋子
尾方　健三
穎川　国治
三原　詳子
朝倉　典子
川高14期
鳴川　洋之
北爪　和子
中谷　和代
金本　淑子
黒木　建男
金子　陽子
内田　郁子
花木　洋子
岸　　富美
白濱　直樹
倉岡　勝子
上永野　洋
久保　善睦
川高15期
松下　陸朗
吉田　伸子
福山　武壽
鶴田　恭子
黒木　紘子
河野　克子
内田　貞子
高澤　裕之

赤崎　重夫
石田由紀子
崎山　達朗
上宇都　浩
川高16期
斉藤　忠麿
橋口　四男
南　　勝彦
芝沼美佐緒
加藤　順子
木村ムツ子
秋森　　和
柏木　春恵
鍋田　勝輔
福山　怡夫
川高17期
有光　克伸
秋村　純江
向原　　臻
若本ミサキ
神田ツヤ子
坂本　タミ
徳光　佳子
岩月　邦明
森園　イツ
鶴迫　正人
宮原　徳夫
有村　節子
小林　朝子
若松　喜代
岩元美代子
佐藤　幸子
植川　　宏
伊藤　万恵
平田　智子

川高18期
山本　国洋
小原　信夫
東郷　作郎
朝隈　庸陽
秋田　由美
板垣　　治
山賀テル子
野中　祐三
村尾　義弘
松元　良海
田中　綾子
村尾　平和
坂元　春生
黒木　安男
井上　順考
川高19期
崎山　美観
平原　恭隆
本 　 繁
下中村哲郎
上堀慶二郎
崎山　博行
崎山　栄子
楠元佐知生
佐藤　義和
坂元由美子
小城　恭子
今村　修二
西山　光子
脇野　　孝
野田久美子
川高20期
松下　俊一
南　　俊作
小原　恵子

野添　恵子
児玉　良美
小牧　優子
谷口　光春
川添　光香
新原　和徳
西上原　久
小倉　芳子
村野　四郎
大澤　洋子
徳永のり子
村上　恵子
柏崎ひろ子
向山　順子
川高21期
高柳知恵子
相原　勇二
小川　和枝
日向野京子
村松久美子
山下　正作
大迫　憲道
伊沢　幸子
川高22期
原田　末隆
荻野　良宏
生駒　六郎
谷村百合子
川高23期
斉藤レイコ
箱川　　真
伊藤　京子
小村　廣一
池田　幸子
山元　龍也
徳留　宏憲

山下　律子
北見　幹子
青崎　悟郎
落合　誠吾
前田　　博
小谷川仁子
福永　安子
松山　　裕
冨永　公朗
安富　盛幸
永田　裕幸
川高24期
若松　　栄
船川　孝子
東郷　隆子
福留　良一
馬場　正博
上口　信行
橋口　武典
箱川　祐子
川森　　毅
川畑　高久
谷　るみ子
佐藤　恵子
大橋みさき
仲村　睦子
安崎　和子
田中　孝司
小平　晃三
大埜由美子
川高25期
渕瀬　玲子
関　　早子
川高26期
後藤　敦子
本間　康子

池田　玲子
植元　淑雄
吉野　伸一
岡田　成子
大山　次郎
上江川謹次
庵　　秀夫
荒木　洋子
加藤　公子
花園　明記
岡田　康夫
上口　勝行
江口　信二
岩内　加代
森田千恵子
川高27期
池田　博之
平松　和代
武田慶四郎
濱田　　秀
津之浦　靖
田島紀代美
川高28期
汐満　　猛
川高30期
久留主泰朗
川高32期
根本　京子
有馬　絹代
川高37期
菅野　妙子
川高44期
西之園雅靖
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編
集
後
記

本
年
、
創
立
百
二
十
周
年
を

迎
え
る
母
校
は
様
々
な
記
念
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
あ

る
川
中
、
高
女
、
川
高
に
在
校
し

た
こ
と
は
心
の
大
き
な
支
え
と
な

り
、
関
東
地
方
で
も
、
会
員
の
皆

様
は
各
地
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。東
京
可
愛
山
同
窓
会
は
、

会
員
が
絆
を
強
め
て
い
く
場
で
あ

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
そ
の
ね
ら

い
で
始
ま
り
、
現
在
、
様
々
な
活

動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
会

報
で
は
、
皆
様
の
活
躍
や
活
動
の

様
子
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
、
よ

り
東
京
可
愛
山
同
窓
会
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

高
校
時
の
郷
土
研
究
部
の
先
輩

で
あ
る
吉
留
和
男
可
愛
山
同
窓
会

事
務
局
長
よ
り
、
会
報
担
当
を
依

頼
さ
れ
、
仕
事
で
雑
誌
な
ど
の
編

集
、
作
成
を
手
掛
け
た
こ
と
も
あ

り
、
引
き
受
け
て
は
み
た
の
で
す

が
、
今
浦
島
で
役
員
の
方
の
協
力

が
頼
り
で
し
た
。
紙
面
充
実
の
た

め
、
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。	

（
編
集
担
当　

徳
丸　

律
）

（川高19期）

川内高校19期生
有志一同

（川高24期）

有志一同
川畑　高久
園田　成三
高柳　健一
東郷　順三

皆元（植村）　正幸

（川高29期）

川内高校29期生
有志一同

（川高44期）

川内高校44期生
有志一同

（川高49期）

川内高校49期生
有志一同

期　　別　　広　　告

同期会
だより

東京 17 期会（昭和 39 年度卒）
「東京 17 期会」いわゆる川内高校昭和 39 年度卒業の東京近郊に在住し
ているメンバーの集まりです。毎年１回、10 月下旬に約 24、5 名が参集
して会食となります。平成28年は第５回目となりましたが、古稀を迎えた、

もしくは迎えようとする年齢の人ばかりですから、まずは元気だった？病気は大丈夫？と
健康談義が始まります。しばし落ち着いたところで桐原幹事長の可愛山同窓会報告となり、
次に出席メンバーの近況報告へと進みます。年の半分以上を海外で過ごしているＡ君、ボ
ランティアをしているというＢさんなどの充実した日々の様子が伝わってきます。また初
参加のＣ君は50年振りに会うという人が多く、一気に18歳へタイムスリップしたようです。
さらには、この同期 4人のじじ、ばばで遠慮の無い、楽しいゴルフもしています。こんな縁も同期会があればこそです。幹事
を務めてくれている皆様にこの場を借りて感謝申し上げるとともに、この会の発足に多大な貢献をいただいた故貫薗純一君のご
冥福をお祈りします。	 （濱地正憲）

第 29 期（昭和 52 年卒）東京同窓会
第29期（昭和52年卒）東京同窓会は、遡る事18年前。40歳を目前に控えた5月の頃。増田恵子（旧
姓、中村）さんの呼びかけで 20 名前後の同期が、集まったのが始まりです。毎年続いていました
が、何かと家庭生活も厳しい 40 代、いつしか同窓会も開かれなくなっていました。
そんな折 50 代。大阪同窓会を企画していた石塚慎二・今村伸一の 2人が奇しくも同時期に、東
京転勤して来たのをきっかけに、東京同窓会メンバーに声をかけてくれ 29 期同窓会の再出発とな
りました。さらに、大阪同窓会の中心メンバーの西川知美子（旧姓、花木）さんが、東京に来て

からは、西川・今村・野久尾の 3名で東京可愛山同窓会へ参加し、多くの諸先輩方や頼もしい後輩諸氏にお会いし交流の輪を広
げる事が出来ました。今村に至っては、全ての企画に参加しています。
18 年の間に顔ぶれは、増えたり・減ったり・老けたり・禿げたり、していますが、集まると皆の消息や田舎の話に盛り上がります。
また、4月は桐下幹治所有のクルーザーで「隅田川お花見クルージング」が恒例となっています。川面から観る桜の美しさと船上
で呑むお酒の味は格別です。
29 期の皆さん「自分に連絡来てないぞ」と言う人は、是非連絡ください。『皆で、呑んけ行っどぉ～！』

同期会活動報告

★４期	 平成 28 年 9 月 19 日　横浜ランドマークタワー 70 階レス
トラン「シリウス」にて開催　10 名参加（毎年 9月ごろ
開催、10 前後の参加）

★８期	 川高関東八起会　平成 28 年 11 月 5 日（土）　銀座：素処
にて開催　男性 8名、女性 1名　計 9名参加

★12期	 平成 28 年 10 月 30 日、12 期生の旅行会を熱海の「ホテ
ル弥生」で、参加者 17 名で開催し、翌日、箱根観光し、
1個食べると 7年寿命が延びるという黒卵を大湧谷で食
べ、帰宅しました。

★13期	 平成28年11月23日（水・祭日）　赤坂で開催。参加者38名。
関西や鹿児島からも数名参加。これまでは２年に１回の
ペース、次回から毎年開催予定。

★17期	 平成 28 年 10 月 22 日（土）15 時 30 分より東京国際フォー
ラム・ガラスホール横　中国料理「東天紅」にて開催

★24期	 平成 28年 11月 23日（水）13：00～　新宿「クルーズクルー
ズ」にて開催　19 名参加

★26期	 平成 28 年 12 月 3 日（土）　グランドプリンスホテル新高
輪のレストランで開催　25 名参加

東京可愛山同窓会期別幹事
川内中学 ８期 山口　　章 24期 皆元　正幸

41期 長谷場琢哉 ９期 柳田　宏幸 25期 桑原　能章
45期 冨士代照夫 10期 上野　ツヤ 26期 渡邁　泰久
46期 菊池　史憲 11期 小田原康郎 28期 植村　健二
47期 (山口秋知) 12期 今村　祥史 29期 今村　伸一
48期 (上野　学) 13期 落合　寛周 31期 石上　聡子

川内高女 15期 高澤　裕之 32期 永田　昭一
28期 皆古　典子 16期 矢野　　宰 37期 上村　　忠
31期 中間　芳子 17期 高城　尚子 41期 三木　深志

川内高校 18期 二木　幸男 42期 春田　英樹
１期 山口　秋知 19期 下薗　明治 43期 田端　善弘
２期 上野　　学 20期 唐見　博行 44期 宇都　正信
５期 田中　正治 21期 徳丸　　律 48期 田代　隆志
６期 木下　公明 22期 山下　重孝 52期 吉永　　慎
７期 松下　寿一 23期 坂元　隆也 55期 山下　晋平


